
       
 

                    
 

   
 

 令
和
６
年
度
山
中
温
泉
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
総
会
が
４
月

18
日
、
山
中
座
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約

40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

辻
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
決
算
・
予
算
な
ど
の
議

案
（
別
紙
）
が
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

14
年
目
を
迎
え
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
更
な
る
充
実

を
図
る
た
め
、
役
員
や
各
部
員
だ
け
で
な
く
、
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
参
画
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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号 
２０２４（令和６年） 

５月号  
 

３月号  

広報 

山中温泉地区まちづくり推進協議会 

 

 
 

 

会

長 

辻 
 

石
斎
（
本
町
二
） 

副

会

長 

二
木 

克
治
（
冨
士
見
） 

副

会

長 

中
村 

 

誠
（
西

桂

木
） 

公

民

館

長 

新
家
由
希
子
（ 

南 

） 

事

務

局

長 

新
本 

欣
悟
（ 

栄 

） 

事

務

局

会

計 

鹿
野 

雄
一
（
薬 

師
） 

総

務

広

報

部

長 

谷
本 

久
則
（
本
町
二
） 

健

康

福

祉

部

長 

小
原 

篤
志
（ 

南 

） 

環

境

安

全

部

長 
 

堂
崎 

豊
和
（
東
桂
木
） 

文

化

ス

ポ

ー

ツ

部

長 

松
木 

 

徹
（
下 

谷
） 

文

化

班

長 

稲
谷 

晃
士
（
薬 

師
） 

ス

ポ

ー

ツ

班

長 

澤
田 

正
樹
（
こ
お
ろ
ぎ
） 

理

事 

今
津
和
喜
夫
（
湯
の
本
） 

理

事 

荒
谷 

啓
一
（
河 

鹿
）

理

事 

村
田 

和
人
（
湯
の
出
） 

理

事 

竹
村 

勝
広
（
緑
ヶ
丘
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和６年度山中温泉地区  

ま ち づ く り 推 進 協 議 会 総 会  
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 菊の湯定期休業日 第 2（長谷田）9 日・23 日（木）  

 

山
中
温
泉
地
区 

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

 

会
長 

辻 

石
斎 

 

山
中
温
泉
地
区
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り

ま
ち
づ
く
り
に
対
し

て
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

お
正
月
に
起
き
た
地
震
、
今
ま
で
に
経

験
の
な
い
事
態
に
不
安
と
驚
き
で
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
文
化
会
館
の
使
用
停
止
な
ど

山
中
温
泉
地
区
に
お
い
て
も
そ
の
影
響
は

小
さ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
防
災
対
策
を
見
直
し
、
こ
の
度
の

経
験
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
山
中
温
泉
支
所

の
閉
鎖
も
決
ま
り
、
地
域
の
活
動
に
支
障

が
出
な
い
か
心
配
で
す
。 

そ
ん
な
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
「
菊
の

湯
広
場
」「
し
し
が
し
ら
ん
ど
」
の
開
場
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
新
幹
線
延
伸

後
の
山
中
温
泉
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

住
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
、
有
事
の
一

時
避
難
場
所
と
し
て
も
有
効
な
場
所
に
な

り
ま
し
た
。 

今
後
は
地
区
会
館
の
整
備
が
課
題
と
な

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
も
小
さ
く
な
り
、

各
事
業
も
徐
々
に
再
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

山
中
温
泉
地
区
町
内
会
連
合
会 

会
長 

中
村 

誠 
 

令
和
６
年
度
町
内

会
連
合
会
長
の
中
村

で
す
。 

本
年
正
月
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
、
多
く
の
方

が
地
震
の
恐
れ
、
不
安
を
身
を
も
っ
て
感

じ
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
に
お
い
て
も
、
山
中
温
泉
を
含
む
加

賀
の
温
泉
地
で
は
多
く
の
被
災
者
の
方
々

を
受
け
入
れ
、
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
３
月
に
は
北
陸
新
幹
線
加
賀

温
泉
駅
が
開
業
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
菊

の
湯
広
場
」「
山
中
温
泉
し
し
が
し
ら
ん
ど
」

「
加
賀
依
緑
園
」
と
相
次
い
で
整
備
さ
れ
、

温
泉
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
が
益
々
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
、
山
中
温
泉
の
地
域
固
有
の
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の

発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

山
中
温
泉
地
区
女
性
会 

会
長 

津
田
好
美 

 

今
年
度
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

地
域
で
の
横
断
的
な
活
動
や
役
割
は
初

め
て
で
、
不
安
と
責
任
を
感
じ
ま
す
が
、

地
域
の
活
動
を
通
し
て
色
々
な
方
々
と
顔

見
知
り
に
な
れ
た
ら
、
そ
れ
は
喜
ば
し
い

機
会
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

「
令
和
」
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
加
速
す
る
中
、
自
然
災
害
な
ど
数
々
の

課
題
と
一
人
ひ
と
り
が
向
き
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。 

山
中
温
泉
地
区
で
も
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
通
し
て
地
域
が
協
力
し
合
っ
て
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
感

じ
ま
す
の
で
、
行
事
に
は
お
気
軽
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま 

す
。 今

年
度
、
共
に
選
ば
れ
た
女 

性
会
役
員
の
皆
の
力
を
お
借
り 

し
、
一
年
間
務
め
た
い
と
思
い 

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
前
任 

者
の
方
々
の
ご
支
援
・
ご
指
導 

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

 



3  
菊の湯定期休業日 第 1（湯の出）14 日・28 日（火）  

                
 

 
 

              

  

  

湯
の
本
町
商
店
振

興
会
で
は
、
多
く
の

お
客
さ
ま
に
山
中
温

泉
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
「
山
中
温
泉

ア
イ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
の
シ
ン
ボ
ル
商
品

と
し
て
、
山
中
温
泉

の
源
泉
を
丸
ご
と
使

っ
た
「
菊
の
湯
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
毎
年
加
賀

山
中
温
泉
財
産
区
に
寄
付
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
温
泉
の
運
営
と
振
興
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

令
和
５
年
度
は
３
，
６
７
３
本
を
販
売

し
、
５
５
，
０
９
５
円
を
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
こ
数
年
は
販
売
が

低
迷
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
蔭
さ
ま
で
今

年
は
た
く
さ
ん
売
れ
、
た
く
さ
ん
寄
付
が

出
来
ま
し
た
。
来
年
度
は
北
陸
新
幹
線
効

果
で
、
さ
ら
に
寄
付
が
出
来
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

 
 

二
木 

克
治
（
湯
の
本
）  

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
で
す 

小
・
中
学
校
入
学
式 

 

４

月

８

日

、

小
・
中
学
校
の
入

学
式
が
行
わ
れ
、

山
中
小
学
校
で
は

15
人
（
男
８
・
女

７
）
の
新
入
生
が
、

初
め
て
の
学
校
生

活
に
期
待
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。
入
学
式
後
１
年
生
の
教

室
で
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
新
入
生

に
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 山

中
中
学
校
で
は
、
58
人
（
男

32
・
女

26
）

の
新
入
生
が
、
引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
式
に

参
列
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

      

第
69
回
山
中
温
泉

 

消
火
栓
放
水
競
技
大
会  

【
日
時
】
５
月

12
日
（
日
）
９
時 

【
会
場
】
山
中
座
周
辺 

大

会

当

日

は

7
時

～

12
時

頃

ま

で

、

山

中

座
周
辺
は
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
消
火
栓
を
使
用
す
る
こ
と
で

山

中

座

周

辺

の

水

道

水

が

濁

る

恐

れ

が

あ

り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 【
問
】
消
防
山
中
分
署
（

78-

０
１
１
９
） 

 

菊
の
湯
ア
イ
ス 

寄
付
贈
呈 
新
し
い
町
内
会
長
を
ご
紹
介
し
ま
す 

 
令
和
６
年
度
温
泉
地
区
町
内
会
連
合
会 

 

会 
 

長 

中
村 

 

誠
（
西

桂

木
） 

副

会

長 
奥
出 

和
彦
（
河

鹿
） 

副

会

長 
上
村 

重
栄
（
東

町

二
） 

副

会

長 

下
出 

直
司
（
白

山
） 

副

会

長 

武
林 
正
芳
（
緑

ヶ

丘
） 

議 
 

長 

北
村 

貴
司
（
下

谷
） 

会
計
・
書
記 

朝
倉 

三
秋
（
湯

の

出
） 

 

茶
谷 

 

保
（
こ
お
ろ
ぎ
） 

久
保
出 

剛
（ 
南

 

） 

 
 

 
 

 

高
野 

健
治
（ 

栄

 
） 

澤
崎 

陽
一
（
本

町

二
） 

中
野 

雅
文
（
本

町

一
） 

谷
口 

真
一
（
東

町

一
） 

濱
田 

和
広
（
湯

の

本
） 

打
出 

勇
夫
（
薬

師
） 

飯
田 

一
哉
（
冨

士

見
） 

中
田 

勝
博
（
東

桂

木
） 

中
川 

 

隆
（
上

野
） 

医

王

寺

甘

茶

法

要 
 

【
日
時
】
５
月
④
日
（
土
・
祝
） 

 

※
甘
茶
の
ふ
る
ま
い
は
９
～

15
時 

※

13
時

30
分
か
ら
法
要
を
行
い
ま
す 

 【
問
】
医
王
寺
（

78-

１
２
３
０
） 



 

いただ きあ りが とう ござい まし た。 おか げさま を持 ちま して 無事終 了す るこ とが でき

ました。心より御礼申し上げます ※来館時   

忘
れ
し
ゃ
ん
す
な 

 

 

 

 
 
 

 

  

 

～山中児童センターよりお知らせ～    【問】児童センター（ 78-3536）  

 
 

 
 

 
 

                                           

 

 

 

  

 

日時 行事 場所 主催 

③ 

 ④ 

（ 金 ）  
 

（ 土 ）  

  ９：００ 
  ～  
１７：００ 

山 中 漆 器 祭  山中座前広場 漆器組合 

④ 

⑤ 

（ 土 ）  
 

（ 日 ）  
１３：００ 

白 山 神 社 春 祭 り   

御 神 輿 ・ 御 神 楽 巡 行  
町内一円 白山神社 

④ （ 土 ）  １３：３０ 甘 茶 祭 法 要  医王寺境内 医王寺 

８ （ 水 ）  １１：００ 白 山 神 社 春 季 例 大 祭  白山神社 白山神社 

９ （ 木 ）  １３：３０ 東 山 神 社 春 季 例 祭  東山神社 東山神社 

１２ （ 日 ）  
９：００ 

～    
１２：００ 

第 ６ ９ 回 山 中 温 泉  

消 火 栓 放 水 競 技 大 会  
山中座周辺 消防山中分署 

２８ （ 火 ）  １１：００ おきらく講 座 「 防 犯 講 座 」  老人福祉センター 山中温泉公民館 

月  火  水  木  金  

下谷げんきクラブ 
（ 1 0 時 1 5 分 ）  

ゆ～ゆ～くらぶ 
（ 1 3 時 3 0 分 ）  

 

 

 

Ｌ Ｌ ク ラ ブ  
（ 1 0 時 ）  

 

 

 

 

 

 

いきいきサロンしゃくなげ 
（ 9 時 3 0 分 ）  

宝 寿 会 ラ ジ オ 体 操  
（ 9 時 4 0 分 ）  

温 泉 げ ん き く ら ぶ  
（ 1 0 時 ）  

ゆざやカラオケ同好会 
（ 1 3 時 ） ※ 第 2・ 4  

将 棋 サ ー ク ル  
 ( 1 3 時 ）  

宝寿会カラオケサークル 
（13 時 30 分）※第 1・3 

宝寿会健康麻雀サークル 
（13 時 30 分）※第 2・4 

 

 

Ｌ Ｌ ク ラ ブ  
（ 1 0 時 ）  

ゆ ～ ゆ ～ く ら ぶ  
（ 1 3 時 3 0 分 ）  

脳 ト レ サ ー ク ル  
（13 時 30 分）※第 2・4 

 

 

＜ 基 本 毎 日 ＞  ヘルストロン･マッサージチェア（9 時～16 時）  
 

※活動時間の変更・中止となる場合があります       【問】老人福祉センター（ 78-1370）    

心
配
し
て
い
た
今
冬
の
除
雪
対
策
も
思

っ
た
程
の
降
雪
に
は
な
ら
ず
、
春
を
迎
え

喜
ん
で
お
り
ま
す
。 

山

中

温

泉

街

に

は

平

日

に

も

拘

わ

ら

ず
、
多
く
の
観
光
客
が
散
策
す
る
風
景
が

見
受
け
ら
れ
、
先
日
も
鶴
仙
渓
で
欧
米
の

外
国
人
団
体
が
川
沿
い
を
歩
い
て
お
り
、

「
川
床
」
を
興
味
深
く
見
て
い
ま
し
た
。

北
陸
応
援
割
の
旅
行
支
援
の
好
影
響
で
観

光
客
も
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

第
２
弾
の
旅
行
支
援
開
始
も
望
ん
で
お
り

ま
す
。 

「
菊
の
湯
広
場
」
「
し
し
が
し
ら
ん
ど
」

「
加
賀
依
緑
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
山
中

温
泉
も
楽
し
み
が
増
え
、
計
画
が
進
ん
で

い

る

と

言

わ

れ

て

い

る

本

町

通

り

の

拡

張
・
整
備
工
事
が
一
年
で
も
早
く
完
成
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

加
賀
温
泉
駅
か
ら
新
幹
線
に
乗
り
、
約

３
時
間
弱
で
、
乗
り
換
え
無
く
東
京
方
面

に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
誠
に
快
適
な
北

陸
新
幹
線
の
旅
で
し
た
！ 

 

（
Ｔ
） 

   

加 賀 市 山 中 温 泉 西 桂 木 町 ト １ ９ -１  山 中 図 書 館 ２ 階  山 中 温 泉 地 区 会 館  
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E-mai l :onsenchiku@kaga - tv .com  

URL:yamanakaonsen-machidukuri.com 

月行事予定  

令和６年能登半島地震の被害を受け、児童センターが山中総合福祉センター２階に 

仮移転しました。今後とも皆さまのご理解、ご協力をお願いいたします。 
 

【開館日】月曜日～土曜日  午前９時～午後６時まで。  

【休館日】日曜・祝日・年末年始（※５月５日こどもの日は開館します）  

 

お
き
ら
く
講
座
「
防
犯
講
座
」 

 

【
日
時
】
５
月

28
日
（
火
） 

11
時
～ 

【
場
所
】
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

※
悪
質
商
法
の
手
口
を
知
り
、 

対

処

法

を
学

び
ま
し
ょ
う

【
問
】
ま
ち
づ
く
り 

 

（
78-

３
５
８
８
） 


